
指 標

Process

指標の意義

各指標の計算式と分母・分子の項目名 分母・分子の解釈

分子 クリパス使用患者数
地域連携パスは 、自院から 発行し た場合は分子にカ ウ ン ト する 。

他院から受けた場合は分子にカウントしない。

分母 退院患者数
全て分母に数える。地域連携パスで他院から転院してきた患者も分母

に数える。

収集

期間
１ヶ月毎

調整

方法

1

・ 入院診療がいかに計画化さ れ、実践さ れているか。ク リ パス使用率が上がるこ と は、内容分析・ 見直し にもつなが

り 、 医療の質の向上に役立つ。

指標の計算式、分母・ 分子の解釈

考察

改善・運用事例など

最小値 0.00 25％値 5.37 中央値 20.02 75％値 33.72 最大値 67.01

回答病院 72

2017年値に比べて回答病院は5病院増え、中央値は1.8％低下しましたが、75％値1％、最大値3％上昇しました。

5％以上の変動は33病院で見られます。上昇が13、低下が20病院と多くなっています。クリパスの活用が一部の診療

科、医師に偏っている場合、退職や異動などがあると使用率は大きく影響を受けることになります。クリパスは標準化・

効率化のツールです。検査入院や定型的手術などには適応しやすいですが、コモンディジーズの初期治療に活用でき

ているところはまだまだ少ないのが現状のようです。肺炎や脳卒中など症例数が一定程度あり初期の治療が標準化でき

る疾患はクリパスのよい適応と思われます。医療マネジメント学会が公開しているクリティカルパス・ライブラリーなども参

考にするのもよいでしょう。バリアンスの分析を含め定期的に見直しをしないと使用率は低下していく可能性がありますが、

バリアンスの分析からクリパスの改善にとりくんでいるところはまだ少ないようです。

・クリパス委員会にて、パス改定3件。新規パス1件作成中。

・クリパス委員会にて、クリパス使用率の他病院との比較のグラフ、分析表を提示している。

クリパス使用率
（厚労省提出指標）
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